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開発の足跡 

 1978年 都市ガスの製造停止 
 

 1980年代 大阪ガス、産業界、国・
地元行政、大学が一体となり次世代
産業振興拠点のあり方を構想 

 〈ガス工場跡地利用プロジェクト〉 
 
 公的産業支援機関の誘致、大学の

技術を産業界へ応用するための仕
組みや場作り 

 
 産学公連携を軸として研究開発型

企業やベンチャー企業を輩出する
「リサーチパーク」の建設 

 

全国初の民間運営による都市型リサーチパーク 

KYOTO Research Park 
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会社概要 

リサーチパークの開発と運用 
 不動産賃貸 

 不動産附帯 

 地区開発 

 企業支援・産学公連携 

創  業 

資本金 

社員等数 

事業内容 

社  是 

1989年10月1日（地区開設） 

1億円 

役員・従業員 97人（12月1日時点） 

「 集 ・ 交 ・ 創 」 

KYOTO Research Park 
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地区内概要 
 構内 56,000㎡  
 (東地区17,000㎡ 西地区39,000㎡) 

東地区 西地区 

京都市産業
技術研究所 

京都府中小企業技術センター 
（公財）京都産業21 
（社）京都発明協会 

（公財）京都高度技術研究所（ASTEM） 
 

大阪ガス 

KYOTO Research Park 
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入居企業社数300 就業人口 3,000 

企画/営業/サービス  

11% 

医療/健康/化学/バイオ  

9% 

コンサルティング  

9% 

機械/装置/器具  

9% 

建築/設計/土木  

5% 

大学/研究機関  

5% 

電機/電子/半導体  

5% 

店舗/生活支援施設  

4% 

デザイン/印刷  

4% 

団体事務局  

3% 
公的機関 

2% 

不動産/ビル設備  

1% 
貿易/物流  

1% 
展示企画/ディスプレイ  

1% 

教育 

0% 

その他 

2% 

IT（開発） 

15% 

IT（サービス）   

7% 

IT（コンテンツ制作） 

4% 

IT（通信インフラ） 

2% 

ＩＴ 27% 

ＫＲＰで活動する企業の業種区分 

企画/営業/サービス  

医療/健康/化学/バイオ  

コンサルティング  

機械/装置/器具  

建築/設計/土木  

大学/研究機関  

電機/電子/半導体  

店舗/生活支援施設  

デザイン/印刷  

団体事務局  

公的機関 

不動産/ビル設備  

貿易/物流  

展示企画/ディスプレイ  

教育 

その他 

IT（開発） 

IT（サービス）   

IT（コンテンツ制作） 

IT（通信インフラ） 

各企業様・団体様の業種分別は、主たる事業内容に基づいて行っております。（240社分） 

KYOTO Research Park 

2012年12月時点 
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KYOTO Research Park 

産学公連携活動  
   ～プラットフォームを活動ベースとして～ 

ICT 電子・エネルギー 

クリエイティブ産業 再生医療 

限られたリソースの中で、専門性の高い分野への参入 
      → 分野単位でコラボレーションできる外部ネットワークの構築 
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 Project NE3xT イノベーション創出事業  
イノベーションイニシアティブ（Ｉ２） 

平成2５年度経済産業省近畿経済産業局補助事業 
地域新産業戦略推進事業 

KYOTO Research Park 

電子・エネルギーシステム分野 
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プロジェクトＮＥＸＴ 

１．要素技術等 
【例】 
１）材料技術 
２）部品技術・情報技術 
３）その他（組込・加工技術等） 

２．電子機器・エネルギー機器 
【例】 
１）次世代電子機器 
例：次世代情報通信機器、省エネ家電・照明、介護ロボット
等 

２）エネルギー機器（エネルギー発生・蓄積機器） 

３．統合的システム 
【例】 
１）コンテンツ連動サービス 
２）住宅内統合システム 
３）規格化プラットフォーム 

要素技術 電子・エネルギー機器 統合的システム 

次世代電子機器 省エネ型素材 
（例：ＳｉＣ、ＧａＮ等） 

 

コンテンツ連動 

スマートハウス 
・ＤＣ化 

エネルギー機器 
（蓄電池・燃料電池/ＰＶ） 

 

生活支援ロボット 

省エネ家電・照明 

革新型デバイス 
（例：超小型部品） 

近畿経済産業局資料より 

１）ナノテクノロジー技術を活用したグリーン部素材分野の新事業創出  
２）グリーン部素材及びエレクトロニクス関連技術を活用した電池関連分野の新事業創出  
３）グリーン部素材、電池、住宅等の産業ポテンシャルを活用した創エネ・省エネ・蓄エ
ネ・ＥＭＳ関連分野の新事業創出  

グリーンイノベーションを牽引する  
「次世代のエレクトロニクス・エネルギーシステム関連産業」  
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プロジェクトNＥＸＴの「３つの柱」 

近畿経済産業局資料より 

Ｉ２ 
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実施体制 

 事業統括 
木村千恵子   
京都リサーチパーク(株)産学公連携部長 

経済産業省 近畿経済産業局 地域経済部 次世代産業課 

コーディネーター： 
貫井孝  大阪大学招聘教授 
田中一伸  (NPO)プラスチック人材アタッセ 理事長 
森田達夫（株）ＰＭディメンションズ 代表取締役社長 
中村邦夫 技術コンサルタントTBNK(ﾃｸﾉﾌﾞﾘｯｼﾞ・ﾅｶﾑﾗ) 代表 

アドバイザー： 
松波弘之 京都大学名誉教授 
菅沼克昭 大阪大学産業科学研究所 教授 
中許昌美 （地独）大阪市立工業研究所 理事長 
小林章一   京都府中小企業技術センター 所長 

 事務局 
 京都リサーチパーク(株) 
産学公連携部 
服部、倉地、松浦、松本 

補助 

助言 

連携 

統括 

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出 

技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 プロジェクト創出企画 モデレータ：  
舟木剛 大阪大学大学院工学研究科 教授 

プロデューサー ：柴田雅光  (公財)京都高度技術研究所 産学連携事業部 次長 

海
外
展
開
支
援 

KYOTO Research Park 

9



平成２５年度の実施内容 

・ビジネスミーティング・アジア2013 in Kyoto 
 
アジアサイエンスパーク協会（ASPA）との共催で、アジア各国のエレクトロニクス
関連の企業やベンチャーとの提携をめざす 事業プレゼンテーション・商談・交流会
を開催します。 

 ・Ｉ２スクエア    ニーズ発表・勉強会・プレゼンテーション会 など 
ユーザーのニーズを的確にキャッチし、また、ニーズへの理解を深めるため、ニーズ発
表、テーマごとのセミナー・勉強、専門的知見・アドバイスを受けブラッシュアップする
機会を提供します。 
 
 ・事業化検討会 
ニーズへの対応策・新たな技術提案を 連携のパートナーとともに深堀する事業化
検討をサポートします。 

情報提供 次世代の生活環境・ユーザーのニーズをつかむ・理解する 

・Ｉ２技術フォーラム 
 
次世代の生活環境に関わるエレクトロニクス関連技術の先端情報を提供し、新し
い技術の市場開拓や既存技術の横展開を促します。 

海外展開支援 

新規プロジェクト創出 

  海外のパートナーとつながり 市場を知る 

  自社にないリソースをつながりで蓄積する 

KYOTO Research Park 
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イノベーションイニシアティブ 地域新産業集積体制整備事業 

ビジネスミーティング・アジア2013 in Kyoto 

情報提供 

海外展開支援 

KYOTO Research Park 

アジアの 
企業 

関西の 
企業 

事業プレゼンテーション 

個別商談会 

新たな市場を
開拓するため 
のパートナーを
確保・拡大 

市場情報交換・技術提携 
事業方向性の共有など 

アジア 
サイエンス
パーク協会 

海外サイエ
ンスパーク・ 
産業支援機
関など 

京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ 

フォーラム開催（全2回予定） 
■予定するテーマ 
電池を電源とする制御系（モジュー
ル、ユニットetc.）に係る実装技術の
動向 

潜在する 
プレイヤーを誘出 

新規プロジェクト
の萌芽 

経年 
プロジェクトへ 

Ｉ２技術フォーラム 

韓国・台湾・ベト
ナム・インド・イン
ドネシア・ベトナム 

ほか 

2013年8月1日（木） 
会場：京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ 

プ
レ
マ
ッ
チ
ン
グ 

参加企業 
選定 

エントリ企業の要望 
摺合せ GＮＴ企業事例集 

を活用 
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情報提供 
新規プロジェクト創出   Ｉ２スクエア：ニーズとシーズが出会う“広場“ 

KYOTO Research Park イノベーションイニシアティブ プロジェクトマネジメント事業 

新規事業 
チームの組成 

委員：大阪大学大学院工学研究科 教授  舟木 剛 先生 

技術プレゼン会 
 2013年10月 
開催予定 

Open 

Close 

参加企業
選定 

参加企業 
選定 

技術課題・技術ニーズ説明会 
 2013年7月24日（水） 

 会場：京都リサーチパーク 

大手D社 

 大手B社 

大手C社 

大手E社 

大手A社 

◆ニーズ提供企業◆ 

◆シーズ提供企業◆ 

電子・エネルギー 
システム関連分野の
ものづくり企業 

大企業×公設試×中小企業 

大企業×中小企業×大学 

大企業×中小企業 

技術の
深堀 

・・・次世代製品への技術導入を検討中（産公連携） 

・・・大企業ニーズへ中小企業技術シーズを提案（産学公連携） 

・・・企業連携による次世代技術の開発（産産連携） 

サンプル提供、定期的な意見交換等を通じて、 
連携による新規事業を創出を促進！ 

勉強会 
２０１３年８月開催予定 
会場：京都リサーチパーク   

新規事業 
創出 

CDがニーズとシーズを摺合せ。 
産学公連携チームの組成を促進。 
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再生医療サポートプラットフォーム 

KYOTO Research Park 

再生医療分野 
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 （１）ライフサイエンス分野の先進的研究成果の集積 
  ①幹細胞（再生医療）をはじめとする医療分野の 研究成果の蓄積 
  ②医工連携による医療材料・機器開発の実績 
 （２）優れた技術やノウハウをもつモノづくり企業の集積 
  ①系列に属さない、下請け企業から製品開発型企業への脱却 
  ②分野ごとに個別のグループ（１０、約１００社）を編成、共同受注・ 
   共同開発を展開 
 （３）京都府の産業政策としての「試作産業」の育成 
  ①個別のグループを束ねる「悉皆屋機能」としての「京都試作センター」 

目的 
 （１）モノづくりの視点から、再生医療をはじめとする医療分野の早期実用

化をサポートし、再生医療分野の産業化を図ること 
 （２）さらに、開発試作を通して、モノづくり企業の高付加価値化（事業領域

の拡大）や業容変革・イノベーションを図ること 
 （３）また、活動を通じて、近畿地区を再生医療をはじめとする医療分野の

モノづくり企業の集積地にすること 

背 景 ・・・ 京都の強みの活用 

目的と背景 KYOTO Research Park 
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研究や医療現場の 
ニーズ・アイデア 
（研究者ニーズ） 

医
工
連
携 

モノづくりニーズ 
（試作・改良ニーズ） 

産業化ニーズ 
（工学ニーズ） 

モノづくり企業（シーズ）につなぐ（橋渡しする）こと 

研究や医療現場の研究者のニーズやアイデアを 
具体化（試作・改良）できるようにイメージ化（翻訳･通訳）し、 

その具体的なソリューション（解決方法）と共に、 

「橋渡し（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ）」とは？ KYOTO Research Park 
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 １．研究や医療現場へのヒアリング：１４０人（Ｈ２３.８～Ｈ２５.６）  

 ２．試作・改良相談案件：１３３件 

研究や医療現場の研究者のニーズ・アイデアの発掘 

橋渡し状況 （相談案件の試作・改良状況） 

状  況 件 数 
１．試作・改良完了 （納品完了） ２９ 
２．試作・改良中 （橋渡し中を含む） ３３ 
３．既存品・企業紹介 （斡旋） ２２ 
４．保留 （開発期間、金額によるものが主） ４９ 

合  計 １３３ 
【参考】完成した試作・改良品の一部は、特許化・商品化に向け取組み中 

これまでの「橋渡し（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ）」成果 KYOTO Research Park 
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商品化に向けた活動（企業が主体） 
■マーケット調査 
■商品企画 
□コスト（販売価格） 
□デザイン 
□販売ルート 
□場合によっては製造（OEM） 

■金型製作   など 

ＫＲＰのこれまでの活動成果 
■ニーズの発掘 
■ニーズの橋渡し 
□イメージ化 
□解決策（必要とされるシーズと活用
方法）の検討 

□企業（シーズ）の選定 

1次試作から商品につなげる仕組み 
■高次（２次）試作案件（１次試作品）の
選定方法 
□選定基準     □選定条件 
□高次（２次）試作品の到達点 
□選定メンバー  など 

■開発費用（資金）の調達 
□資金規模（開発規模） 
□提供方法と条件（補助金、ファンド、
融資、など） 

□使用用途範囲 
□提供時期 など 

試作品（１次試作）の商品化の判断 

KYOTO Research Park これからの課題 
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 Information & Communication Technology  

ＩＣＴプラットフォーム 

KYOTO Research Park 

ICT分野 
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KYOTO Research Park 

京都大学ICT連携推進ネットワーク 
京大情報学研究科・学術情報メディアセンター 

産学コーディネーション（共同研究） 

研究科・センターの最新研究展示 社会へ向けたアウトリーチ活動 

京大ICT分野との連携 

20
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独創力 

俯瞰力 

京都大学デザイン学大学院連携プログラムが本年よりスタート 

○京都大学では、平成25年度より「デザイン学大学院連携プログラム」を開始。 
○京都大学の4つの研究科/専門職大学院を中心に、専門領域を超えて協働

し、社会のシステムやアーキテクチャをデザインできる突出した専門家「十字型
人材（＋shaped people）」を育成する5年一貫の博士教育プログラム。 

○文部科学省「博士課程教育リーディングプログラム」に採択。 

出典：京都大学デザイン学大学院連携プログラム 21



デザイン学について 

○現代社会では諸問題が互いに影響を与え合い、単一の専門領域の力だけでは 
解決できなくなっている。 

○デザイン学は、京都大学が長年にわたって培ってきた諸学を融合しつつ、社会の 
諸問題に対して全体最適の観点から解決策を追求し社会のシステムをデザインす
る新たな学問領域。 

○京都大学デザイン学大学院連携 
プログラムにおける「デザイン」 は、 
意匠を意味するものではなく、 
「与えられた環境で目的を達成する 
ために、様々な制約下で利用可能な
要素を組み合わせて、要求を満足する
人工物を生み出すこと」を意味します。 

○「人工物」は製品ではなく、社会の 
システムやアーキテクチャを意味しま
す。 

出典：京都大学デザイン学大学院連携プログラム 22



学生を切磋琢磨させるデザインイノベーション拠点 

リーダー養成プログラムを「形」にしたデザインイノベーション拠点を 

国際社会に開放し「京都大学デザインスクール」と通称． 

京都 
リサーチパーク 

京都市立 
芸術大学 

桂 
キャンパス 

吉田 
キャンパス 

京都大学の分散キャンパスと 
京都市立芸術大学の中間に位置 

京都リサーチパーク 

 イノベーションの空間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

京都大学デザインイノベーション拠点 

京都大学デザインイノベーション拠点での活動 
 京都リサーチパーク９号館内に設置 

京都大学では、吉田キャンパス・桂キャンパスとともに本プログラムを展
開する場として、京都リサーチパーク内に「デザインイノベーション拠点」
を設置。FBL/PBLやリーディングプロジェクトをはじめとした実習、海外
の研究者等を招いて行う「デザインフォーラム」など、実践的な教育の
場となっている。 

出典：京都大学デザイン学大学院連携プログラム 23



金融機関は、地域を「点」で
なく「面」で知っている 
→地域の中小企業を 
すべて知っている 

金融機関との連携 KYOTO Research Park 

特許庁→近畿経済産業局より受託事業 

知財ビジネスマッチングマート 

大企業の開放特許に着目し、中小企
業の「技」と大手企業の「知」（特許）を
結びつける新たな出会いの場 

全国各地で展開、各地方銀行と連携
し、地元中小企業とのマッチングを促進。 
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